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日 時  平成２０年５月２３日（金） 
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会 順（目次） 

 

頁 

 

Ⅰ 開会 

 

Ⅱ 教育委員会挨拶 

 

Ⅲ 委員委嘱 

 

Ⅳ 委員長挨拶 

 

Ⅴ 協議  

１ 設置学科（案）について ････････････････････････････････････････ １ 

   

２ 教育課程（案）について ････････････････････････････････････････ ４ 

   

３ 本年度のスケジュールについて ･･･････････････････････････････････ ７ 

 

  ４ その他 

 

Ⅵ 閉会 

 

 

 

資 料   新高校設置準備委員会設置要領 ･････････････････････････････ ９ 

 

       平成２０年度杵島地区新高校設置準備委員会委員名簿 ･････････１０ 



１ 設置学科（案）について 
 

 

   

＜生産科学科＞ 

  植物の栽培や動物の飼育を通して、その生理・生態を学び、生産技術の基礎・基

本的な知識や技術を習得するとともに、生物の環境を理解し、科学的に解明する力

や創造力を育む。 

生産技術系 

消費者のニーズに応えるべく進展する食糧生産の過程を学び、知識や技術を習

得することで技術革新に対応できる資質を養い、地域農業の中心的な担い手とし

て活躍できる人材の育成をめざす。 

園芸技術系 

人間の生活に潤いを与えてくれる農業分野の多面的役割を理解し、豊かな生活

を実現する知識や技術を習得し、地域社会に貢献できる人材の育成をめざす。 

   ○専門科目 

    共通科目：農業科学基礎、課題研究、農業情報処理、総合実習 

    系列科目：生産技術系…作物、野菜、畜産、農業機械 

         園芸技術系…果樹、草花、植物バイオテクノロジー、園芸デザイン 

     総合選択科目：フラワーデザイン、動物科学 

○資格取得等 

    危険物取扱者、毒物劇物取扱者、ガス溶接技能講習、アーク溶接特別教育、 

    酸素欠乏危険作業主任者、小型車両系建設機械運転業務特別教育、 

    フォークリフト運転技能講習、ボイラー取扱技能講習、フラワー装飾技能士、 

    園芸装飾技能士、緑・花検定、農業技術検定 

○主な卒業後の進路 

 就職：自営、民間企業（自動車、電機、食品等）、ＪＡなど 

進学：大学、短大、農業大学校、専門学校など 

 

＜食品科学科＞ 

  食品の製造・分析・流通に関する基礎的・基本的な知識や技術を習得し、食と農

業の発展に寄与できる能力を身につける。また、地域の食文化についての体験的な

学習をとおして、こころ豊かな人間性を培い、農業の特性を生かしたフードデザイ

ンの分野で活躍できる人材を育成する。 

サイエンス系 

「食」と「農」をテーマに、食品加工や食品分析に関する基礎知識を学習し、

食品産業分野で活躍できる人材の育成をめざす。 

フードデザイン系 

「食」と「地域」をテーマに、食物や郷土料理に関する基礎的な知識・技術を

習得させ、地域との交流活動や地産地消の学習を通して、地域社会に貢献できる

農業科 
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人材の育成をめざす。 

   ○専門科目 

    共通科目：農業科学基礎、課題研究、農業情報処理、総合実習、食品製造、 

食品製造衛生、食品流通 

    系列科目：サイエンス系…食品化学、微生物基礎 

         フードデザイン系…フードデザイン、郷土料理 

    総合選択科目：食品化学、フードデザイン 

   ○資格取得等 

    危険物取扱者、毒物劇物取扱者、ボイラー取扱技能講習、販売技能士 

○主な卒業後の進路 

    就職：サービス業（ホテル、レストラン等）、製造業（食品等）、ＪＡなど 

進学：大学、短大、農業大学校、専門学校など 

 

＜環境工学科＞ 

  農業の生産環境や地域の生活環境整備に必要な「測量」「設計」「施工」などの基

礎的・基本的な知識や技術を習得し、持続的で安定した生産基盤の創造と安全で豊

かな地域の生活基盤づくりに主体的に活躍できる人材を育成する。 

都市環境系 

構造設計や地域・都市基盤整備に必要な知識や技術を学び、それらを地域や都

市整備の場面で主体的に活用できる人材の育成をめざす。 

測量技術系 

情報技術を用いた設計計算・製図、高度な測量技術を学び、それらを主体的か

つ効果的に実践できる人材の育成をめざす。 

   ○専門科目 

    共通科目：環境科学基礎、課題研究、農業情報処理、総合実習 

農業土木設計、測量 

    系列科目：都市環境系…農業構造設計、地域基盤工学 

         測量技術系…農業情報処理、測量 

    総合選択科目：農業土木施工、農業水利学 

   ○資格取得等 

    測量士・測量士補、２級土木施工管理技術検定 

   ○主な卒業後の進路 

    就職：公務員、公団、民間企業（建設、機械等）など 

    進学：大学、短大、農業大学校、専門学校など 

   

 

※ 総合選択科目の選択により、他学科の資格取得も可能。 

※ 主な卒業後の進路は近年の実績による。 
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＜流通ビジネス科＞ 

経済の仕組みや、マーケティング、経済に係わる法律など、ビジネスに関する基

礎的な学習を通じて、情報化・サービス経済化など、現代の経済社会の変化に柔軟

に対応する能力を育成する。 

企業ビジネス活動において、専門的な知識を活かし、生徒自らが商品開発や流通

の諸活動に主体的に対応できる人材の育成をめざす。 

   ○専門科目 

ビジネス基礎、商品と流通、マーケティング、簿記、文書デザイン、情報処理、 

経済活動と法、課題研究、総合実践、秘書実務、ビジネスマナー、起業家 

総合選択科目：会計、原価計算、英語実務 

○資格取得等 

・日本商工会議所     簿記検定（2級） 

・全国商業高等学校協会  簿記実務(1級)、商業経済(1級)、電卓実務(1級) 

                ワープロ実務(1級)、情報処理(ビジネス情報2級) 

○主な卒業後の進路 

就職：民間企業（業務：一般事務、金融事務、営業・販売、製造） 

進学：大学、短期大学、専門学校など 

   

＜情報ビジネス科＞ 

ビジネスに対する望ましい心構えや理念を身に付けさせるとともに、情報を適切

に管理し、分析し、活用する能力を育成する。 

コンピュータを効果的に運用する知識と技術を深化させ、ビジネス業務を合理化、

自動化する能力、マルチメディアを駆使した情報発信能力を活かし、情報社会に主

体的に対応できる人材の育成をめざす。 

   ○専門科目 

情報処理、プログラミング、マルチメディア、ビジネス基礎、経済活動と法、 

簿記、課題研究、総合実践、秘書実務、ビジネスマナー、起業家 

総合選択科目：情報技術、ビジネス情報 

○資格取得等 

・経済産業省（IPA）  IT パスポート試験、基本情報処理技術者試験 

・日本情報処理検定協会 情報処理技能検定(データベース)(1級) 

・全国商業高等学校協会 情報処理(プログラミング1級・ビジネス情報1級) 

ワープロ実務(1級)、電卓実務(1級)、簿記実務(2級)、商業経済(2級)     

   ○主な卒業後の進路 

就職：民間企業（業務：一般事務、金融事務、営業・販売、製造） 

進学：大学、短期大学、専門学校など 

 

※ 総合選択科目の選択により、他学科の資格取得も可能。 

※ 主な卒業後の進路は近年の実績による。 

商業科 
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２ 教育課程（案）について 
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◎総合選択科目一覧 
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杵島地区新高校教育課程表（案）
H20.5.15

大学科
小学科
学年・

標準 系
教　科　　科　目 単位数　

国 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2 2 2 2 2

国 語 表 現 Ⅱ 2 0,2 0,2 0,2 2
● 0,2 2

● 0,2

国 語 総 合 4 3 5 3 5 3 2 5 3 2 5 3 2 5

現 代 文 4 0,4 0,4  2○★ 0,4  2○★ 2●★ 0,4  2○★ 2●★ 0,4

世 界 史 Ａ 2 2 2 2 2 2 2 2

日 本 史 Ａ 2 0,2 0,2 0,2 2▲ 0,2 2▲ 0,2

地 理 Ａ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

公 民 現 代 社 会 2 2 2 2 2 2 2 2 2

数 学 Ⅰ 3 3 5 3 5 4 4 3 2 5 3 2 5

数 学 Ⅱ 4 3 4

数 学 Ａ 2 2 2 2 2 2 2

数 学 Ｂ 2 2

総 合 数 学 2 0,4 0,4 2△★ 0,4 2△★ 2▲★ 0,4 2△★ 2▲★ 0,4 学校設定科目

理 科 総 合 Ａ 2 2 2 2 2 2 2 2

理 科 総 合 Ｂ 2 2 2 2 2 2

物 理 Ⅰ 3 2 4

化 学 Ⅰ 3 2 4

生 物 Ⅰ 3 2 4

体 育 7～8 2 7 2 7 2 2 7 2 2 3 7 2 2 3 7

保 健 2 1 2 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2

美 術 Ⅰ 2 0,2 0,2 2 0,2 2 0,2 2 2

書 道 Ⅰ 2 0,2 0,2 2 0,2 2 0,2

英 語 Ⅰ 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

英 語 Ⅱ 4 4 4 2 4 2 2 4 2 2 4

ﾘ ｰ ﾃ ﾞ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 4 0,4 0,4  2△★ 0,4 2△★ 2▲★ 0,4 2△★ 2▲★ 0,4

家 庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

18 46～54 18 46～54 17 16～20 49～57 16 15～19 13～17 44～52 16 15～19 13～17 44～52

農業科学基礎 2～6 4 4 2 2

環境科学基礎 2～6 2 2

課 題 研 究 2～6 4 2 2

総 合 実 習 2～12 2 6 2 4 3 6

農業情報処理 2～6 2 2,4 2 6 2  2△ 2 2,4,6

作 物 2～8 2 2 0,4

野 菜 2～8 2 2 0,4

果 樹 2～8 2 2 0,4

草 花 2～8 2 2 0,4

畜 産 2～8 2 2 0,4

農 業 経 営 2～6

農 業 機 械 2～6 2 0,2

食 品 製 造 2～8 0,2,4 2 6 2
○ 0,2,4 2○ 2● 0,2,4 2○ 2● 0,2,4

食 品 化 学 2～8 0,2,4 2 2
△ 2 2

▲ 0,2,4 2
△ 0,2,4 2

△
2
▲ 0,2,4 2

△
2
▲ 0,2,4

微 生 物 基 礎 2～6 2 2 0,4

植物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 2～6 2 2 2,4

動物･微生物ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 2～6 0,2 0,2 0,2 2● 0,2 2● 0,2

食 品 流 通 2～6 2 2

農業土木設計 2～8 3 3 6

農業土木施工 2～6  2
○★ 0,4

測 量 2～8 4 3 2 7,9

生 物 活 用 2～6

ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 2～6 0,4 0,4  2○★ 0,4 2○★ 2●★ 0,4 2○★ 2●★ 0,4 学校設定科目

動 物 科 学 2～6 0,2 0,2  2○ 0,2 2○ 0,2 2○ 0,2 学校設定科目

産 業 機 械 2～6 0,2 0,2 0,2 2▲ 0,2 2▲ 0,2 学校設定科目

園 芸 ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 2～6 2 2 0,4 学校設定科目

食品製造衛生 2～6 2 学校設定科目

農 業 水 利 学 2～6  2
△★ 0,4 学校設定科目

農業構造設計 2～6 2 0,2 学校設定科目

地域基盤工学 2～6 2 0,2 学校設定科目

ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ 基 礎 2～4 2 2 2 2

課 題 研 究 2～4 2 2 2 2

総 合 実 践 2～4 2 2 2 2

商 品 と 流 通 2～4 2 2

商 業 技 術 2～4 0,2 0,2 0,2 3 3

ﾏ ｰ ｹ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 2～4 3 2● 3,5

英 語 実 務 2～4 2▲ 0,2 2▲ 0,2

経済活動と法 2～4 2 2 2 2

簿 記 2～5 0,4 0,4 4
□ 0,4 5 4 9 4 4 8

会 計 2～4 4
■ 0,4 4

■ 0,4

原 価 計 算 2～4 4
□ 0,4 4

□ 0,4

情 報 処 理 2～4 3 2○ 3,5 6 6

ビジネス情報 2～4 2△ 0,2 4■ 0,4

文書デザイン 2～4 0,2 0,2 2△※ 0,2 3 3 2●※ 0,2

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ 2～5 6 6

情 報 技 術 2～6 4
□ 0,4 4

□ 0,4 学校設定科目

ﾏ ﾙ ﾁ ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ 2～6 3 3 学校設定科目

秘 書 実 務 2～6 3 0,3 3 0,3 学校設定科目

ﾋ ﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ ﾏ ﾅ ｰ 2～6 3 0,3 3 0.3 学校設定科目

起 業 家 2～6 3 0,3 3 0,3 学校設定科目

発 達 と 保 育 2～6

家庭看護･福祉 2～6 0,4 0,4 2
△★ 0,4 2

△★
2
▲★ 0,4 2

△★
2
▲★ 0,4

被 服 製 作 2～16 0,4 0,4 2
○★ 0,4 2

○★
2
●★ 0,4 2

○★
2
●★ 0,4

ﾌ ｰ ﾄ ﾞ ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ 2～6 0,2 2 2
▲ 4 0,2,6 0,2 2

▲ 0,2 2
▲ 0,2

郷 土 料 理 2～6 2 0,2 学校設定科目

美 術 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ 2～6 0,2 0,2 2○ 0,2 2○ 0,2 2○ 0,2

10 32～40 10 32～40 11 9～13 29～37 12 10～14 12～16 34～42 12 10～14 12～16 34～42

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

特別活動 ﾎ ｰ ﾑ ﾙ ｰ ﾑ 活 動 1 3 1 3 1 1 3 1 1 1 3 1 1 1 3

30 90 30 90 30 30 90 30 30 30 90 30 30 30 90

備考　①農業科の「総合実習」には、上記以外に各学年２単位の時間外指導を実施する

　　　②総合選択科目群（２年次：２単位＋２単位＝４単位、３年次：２単位＋２単位＝４単位）

　２年次　　選択Ａ群（２単位）○、選択Ｂ群（２単位）△、選択ＡＢ群（４単位）□ ※は重複履修できない

　３年次　　選択Ｃ群（２単位）●、選択Ｄ群（２単位）▲、選択ＣＤ群（４単位）■ ※は重複履修できない

③ 「総合的な学習の時間」は、１年次（１単位）は実施し、その他は、「課題研究」（２単位分）で代替

　　　④「情報」は、「情報Ｃ」を「農業情報処理（農業科）」、「情報処理（商業科）」で代替

　　　⑤★は2，3年次の継続履修
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３ 本年度のスケジュールについて 
 

 第１回委員会（ ５月） 

  ○ 設置学科（案）について 

  ○ 教育課程（案）について 

  ○ 本年度のスケジュールについて 

 

 

 第２回委員会（１２月） 

  ○ 教育方針、教育目標の具体化（学校の特色づくり）について 

  ○ 設置学科（案）について 

  ○ 教育課程（案）について 

○ 総合的な学習の時間について 

 

 

 第３回委員会（ ３月） 

  ○ 教育方針、教育目標の具体化（学校の特色づくり）について 

  ○ 設置学科（案）について 

  ○ 教育課程（案）について 

  ○ 総合的な学習の時間について 
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                  新高校設置準備委員会設置要領 
                                                          平成１４年１０月２１日

佐賀県教育委員会教育長決定

一部改正 平成１７年４月１日

一部改正 平成１８年７月１２日

（設 置）

第１条 佐賀県立高等学校再編整備実施計画に定める再編によって設置される高校（以下

「新高校」という。）について、新高校整備推進委員会の検討を経て、さらに新高校設

置に向けて準備を進めていくために、県立高等学校再編整備推進本部設置要綱第７条の

規定に基づき、新高校設置準備委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

２ 委員会は、県教育委員会が再編整備の対象となる学校（以下「再編対象校」という。）

のうち、別表のグループごとに設置する。

                 
（所掌事項）

第２条 委員会は、次の各号に掲げる具体的な検討を行う。

一 新高校の教育内容及び管理運営等に関すること

二 新高校の施設・設備に関すること

三 新高校への円滑な移行に関すること

四 前号に掲げるもののほか、検討を要すること

（組 織）

第３条 委員会は、再編対象校の校長、教職員及び県教育委員会事務局関係者で構成する。

２ 委員会の委員は、教育長が委嘱する。

３ 委員会には委員長及び副委員長を置き、再編対象校関係委員の中から教育長が指名す

る。

４ 委員長は、委員会を代表し、事務を掌理する。

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代

理する。

（会 議）

第４条 委員会は、委員長が招集し、主宰する。

２ 委員長は、必要と認めるときは、委員以外の者に委員会への出席を求め、その意見又

は説明を聴くことができる。

（事務局）

第５条 委員会の事務局は、委員長が所属する学校に置く。

（補 足）

第６条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は委員長が委員会に諮って定める。

－９－



No. 職　　　名 氏　　　名 備　　考

1 佐賀農業高等学校 水　田　和　彦 校　長

2 佐賀農業高等学校 岩　村　　　彰 教　頭

3 佐賀農業高等学校 園　田　勇　人 事務長

4 佐賀農業高等学校 外戸口　良　文 教　諭

5 佐賀農業高等学校 江　島　博　文 教　諭

6 杵島商業高等学校 久　我　信　義 校　長

7 杵島商業高等学校 副　島　一　春 教　頭

8 杵島商業高等学校 吉　村　俊　也 事務長

9 杵島商業高等学校 円城寺　祐　子 教　諭

10 杵島商業高等学校 森　　　公　寿 教　諭

11 総務課学校施設担当主幹 記　伊　一　幸 県教育委員会関係者

12 総務課学校施設担当主査 牧　瀬　　　浩 県教育委員会関係者

13 教職員課人事主幹 久　保　隆　慶 県教育委員会関係者

14 学校教育課指導主幹 福　地　昌　平 県教育委員会関係者

15 県立学校再編整備室長 宮　　　祐　弘 県教育委員会関係者

16 県立学校再編整備室参事 白　水　敏　光 県教育委員会関係者

17 県立学校再編整備室副室長 峰　　　雅　樹 県教育委員会関係者

18 県立学校再編整備室企画主査 副　島　一　寿 県教育委員会関係者

平成２０年度　杵島地区新高校設置準備委員会委員名簿（敬称略）
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